
﹇
特
集
特
集
﹈わ
た
し
た
ち
の
資
源
を

資
源
を
将
来
将
来
に
つ
な
ぐ�

﹇
特
集
﹈わ
た
し
た
ち
の
資
源
を
将
来
に
つ
な
ぐ�

遠山の霜月祭�

満を持しての登場に�

人々は皆息をのむ�

年に一度の霜月に�

人里降りた神が舞う�

No.808●毎月1日・15日発行�

あけまして�
　　おめでとうございます�
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わ
た
し
た
ち
の�

　
　
　
資
源
を
将
来
に
つ
な
ぐ�

総
合
的
な�

　
土
地
利
用
計
画�

わ
た
し
た
ち
の�

　
　
　
資
源
を
将
来
に
つ
な
ぐ�
わ
た
し
た
ち
の�

　
　
　
資
源
を
将
来
に
つ
な
ぐ�
わ
た
し
た
ち
の�

　
　
　
資
源
を
将
来
に
つ
な
ぐ�
わ
た
し
た
ち
の�

　
　
　
資
源
を
将
来
に
つ
な
ぐ�

　
新
し
い
「
土
地
利
用
計
画
」
は
、

平
成
１９
年
度
策
定
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協
働

し
て
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
の
土
地
利
用
は
、

都
市
計
画
法
や
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
な
ど
を

別
々
に
運
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
計
画
は
、
既
存
の
法
に

基
づ
く
計
画
と
市
固
有
の
計
画

す
べ
て
を
総
合
的
・
体
系
的
に

整
備
し
、
計
画
的
な
土
地
利
用

を
推
進
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。�

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
個
別
の
開
発
・
計
画
な
ど

を
調
整
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も

併
せ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
わ
た
し
た
ち
の
住
む
ま
ち
飯
田
市
は
、
雄
大
な
自
然
と
暮
ら
し
や
す

い
気
候
に
恵
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
特
色
を
生
か
し
た
豊
か
な

生
活
を
築
い
て
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
市
全
体
の
資
源
・
財
産
と
し
て
考
え
、

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
将
来
を
見
据
え
た
計
画
的
な

「
土
地
利
用
」
が
必
要
で
す
。�

　
今
回
の
特
集
は
、
新
し
い
「
土
地
利
用
計
画
」
策
定
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。�

森林整備計画�森林整備計画�農業振興地域
整備計画�
農業振興地域
整備計画�

農業振興地域
整備計画�

景観計画�

緑の�
基本計画�

都市計画�
マスタープラン�
都市計画�

マスタープラン�
都市計画�

マスタープラン�

都市づくりの理念と都市像
の実現のための整備や施策
を推進する計画。(新規 )

農業振興のための施策を計
画的に推進し、農地の確保
と保全をねらいとした計画。�

森林関連施策の方向、伐
採や造林などの森林整備
に関する計画。�

景観計画区域の景観
形成と保全の方針を
定める計画。(新規 )

都市における緑化の総
合的な計画。(新規 )

国土利用計画�
飯田市計画�
国土利用計画�
飯田市計画�
国土利用計画�
飯田市計画�

土地利用の基本方向
を定め、下記の計画
の基本となるもの。�

土
地
利
用
計
画

土
地
利
用
計
画
の
検
討
開
始

検
討
開
始�
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老年人口�
（65歳以上）�

生産年齢人口�
（15～64歳）�

年少人口�
（0～14歳）�

国立社会保障・人口問題研究所（Ｈ15年12月推計）から�

※旧飯田市・上村・�
　南信濃村合算数字�

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2,000年� 2,015年� 2,030年�

110,589 107,950
100,15023.5％�

（26,056）�

61.2％�
（67,651）�

15.3％�
（16,882）�

28.9％�
（31,158）�

57.2％�
（61,795）�

13.9％�
（14,997）�

31.0％�
（31,048）�

56.4％�
（56,472）�

12.6％�
（12,630）�

（人）�

DID人口密度�
（1Hあたりの人）�

DID面積�

国勢調査から�国勢調査から�

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

2

4

6

8

10
10,993

10,445

7,823

6,506
5,977

4,843
4,345 4,183 4,042

2.4

2.3

3.2
3.7

3.8

7.4

9.5 9.5 9.5

（人）� (h)

S35 S40 S45 S50 H12H 7H 2S60S55

※人口集中地区 (DID)とは、
人口密度が 40 人 /ha 以
上の国勢調査の調査区が
集 合し、 合 計 人 口が
5,000人以上となる地域。�

※人口集中地区 (DID)とは、
人口密度が 40 人 /ha 以
上の国勢調査の調査区が
集 合し、 合 計 人 口が
5,000人以上となる地域。�

※人口集中地区 (DID)とは、
人口密度が 40 人 /ha 以
上の国勢調査の調査区が
集 合し、 合 計 人 口が
5,000人以上となる地域。�

第2種兼業農家�
（兼業所得の方が農業所得よりも多い農家）�

第1種兼業農家�
（農業所得の方が兼業所得よりも多い農家）�

専業農家�

自給的農家�
（耕地面積30a未満、販売額年50万円未満）�

農業産出額�0

450

900

1,350

1,800

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（戸）� （千万円）�

8,876
8,435

8,134 7,900

6,749
6,205

5,640

786

1,499

1,608 1,662
1,559

1,311

1,121

S45 S50 H12H 7H 2S60S55

53.1％�

29.9％�

17.0％�

63.3％�

22.2％�

14.5％�

63.0％�

21.5％�

15.5％�

68.4％�

17.2％�

14.4％�

35.2％�

39.2％�

11.6％�

38.4％�

36.2％�

11.0％�

41.7％�

37.5％�

10.3％�

14.0％� 14.4％� 10.5％� ※旧飯田市・上村・�
　南信濃村合算数字�

農業センサス、長野県農林業市町村別データから�

自動車課税台数�
（乗用車・四輪軽自動車）�

1世帯当たりの台数�

長野県飯田・下伊那・郡市勢要覧から�長野県飯田・下伊那・郡市勢要覧から�

※旧飯田市・上村・�
　南信濃村合算数字�

32,105

37,671

43,607

49,234

55,587

60,905

68,048 69,917

1.07

1.20

1.36

1.51
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1.74
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S55 S58 H10H 7H 4H 1S61 H16H13

（台）� （台/世帯）�
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経
済
成
長
に
伴
う
、
車
の
増
加
（
資
料

③
）
や
郊
外
へ
の
住
宅
・
商
業
地
の
拡
大

（
資
料
②
）
が
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
に
は
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
、

基
盤
の
整
備
や
維
持
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
社
会
が
成
熟
化
し
少
子
化
に
伴
い

国
全
体
の
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
今
日

（
資
料
①
）、
無
計
画
な
土
地
利
用
は
次
の

世
代
に
大
き
な
財
政
負
担
を
残
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
農
地
の
保
全
や
農
業
の
維
持
（
資

料
④
）
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
生
き
生
き
と
豊
か

な
生
活
が
で
き
る
飯
田
市
づ
く
り
を
み
ん

な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

飯田市年齢別人口推計�
資料①�

飯田市専業・兼業農家数と�
農業産出の推移　　資料④�

飯田市車の保有台数の推移�
資料③�

飯
田
市
の�

　
現
状
と
課
題�

飯田市人口集中地区（DID）の�
人口密度と面積　　 　資料②�
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地
区
懇
談
会�

第１回市民会議風景�

市民会議�市民会議�地区懇談会�地区懇談会�

市役所内検討組織�市役所内検討組織�

市全体の計画について
議論。�

有識者�
会議�
有識者�
会議�
有識者�
会議�

地区の現状・将来像など
を議論。�

市民会議・地区懇談会の意見
を基とした各計画の策定。�

意見反映�

指導助言�

意見反映�意見反映�意見反映�懇談会運営�
意見整理�

地区計画(案 )

懇談会運営�
意見整理�

地区計画(案 )

懇談会運営�
意見整理�

地区計画(案 )

会議運営�
意見整理�
各計画(案 )

会議運営�
意見整理�
各計画(案 )

会議運営�
意見整理�
各計画(案 )

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー�

市
民
会
議�

　
土
地
利
用
の
市
民
会
議
は
、

各
地
区
推
薦
者
（
全
地
区
自
治

会
か
ら
）、
学
識
経
験
者
（
各
種

団
体
推
薦
な
ど
）、
公
募
委
員
の

４３
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
会
議
で
は
、
市
全
体
の

土
地
利
用
計
画
の
方
向
性
や
素

案
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
実
際
に

運
用
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
も

考
え
ま
す
。�

　
景
観
計
画
に
関
し
て
は
、
先

行
し
て
、
平
成
１５
年
に
市
民
会

議
を
設
置
し
、
継
続
し
て
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。�

策
定
に
あ
た
っ
て
の
ポ

イ
ン
ト�

★
魅
力
を
高
め
る
土
地
利
用�

　
飯
田
市
の
魅
力
は
、
多
様
性

に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

盆
地
・
段
丘
、
里
山
・
中
山
間

地
な
ど
地
形
的
な
も
の
、
そ
こ

に
育
つ
自
然
生
態
や
営
ま
れ
て

き
た
人
々
の
生
活
な
ど
、
多
く

の
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。�

　
地
域
の
景
観
や
歴
史
、
文
化

な
ど
を
再
認
識
し
、
そ
の
特
徴

を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
将

来
に
わ
た
り
、
魅
力
あ
る
飯
田

市
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。�

★
安
心
・
安
全
の
確
保�

　
わ
た
し
た
ち
の
地
域
は
、
多

く
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
生
活

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
防
災
の

視
点
か
ら
土
地
の
歴
史
を
振
り

返
る
こ
と
も
大
切
で
す
。�

★
農
地
の
保
全
と�

　
経
済
活
動
の
推
進�

　
農
業
の
生
産
基
盤
と
な
る
農

地
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
や
、

地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
経
済

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。�

★
市
民
参
画
の
推
進�

　
今
回
の
土
地
利
用
計
画
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
計
画
づ
く

り
や
そ
の
運
営
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

こ
の
計
画
づ
く
り
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
土
地
利
用
計
画

策
定
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。�

　
懇
談
会
で
は
、
各
地
区
の
現

状
や
将
来
に
つ
い
て
、
現
地
を

確
認
し
な
が
ら
話
し
合
い
、
地

区
の
土
地
利
用
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

は
運
用
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て

も
考
え
ま
す
。�

　
そ
し
て
懇
談
会
で
の
意
見
は
、

市
全
体
の
土
地
利
用
計
画
に
も

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
各
地
区
で
2
〜

4
回
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
更
に
も
う
1

回
ず
つ
開
催
し
、
議
論
を
深
め

る
予
定
で
す
。�

　
今
ま
で
の
地
区
懇
談
会
の
内

容
に
つ
い
て
は
「
土
地
利
用
計

画
策
定
地
区
懇
談
会
だ
よ
り
」

と
し
て
地
区
ご
と
に
回
覧
し
て

い
ま
す
。
全
地
区
の
懇
談
会
だ

よ
り
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
企
画
課
土
地
利
用

計
画
係
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

松尾地区懇談会　現地視察風景�

三穂地区懇談会　グループワーク風景�



� 2006.1.1［広報いいだ］�

★ホームページアドレス�
　http://www.city.iida.nagano.jp/ kikaku/ tochikeikaku/
★ホームページアドレス�
　http://www.city.iida.nagano.jp/ kikaku/ tochikeikaku/
★ホームページアドレス�
　http://www.city.iida.nagano.jp/ kikaku/ tochikeikaku/

地区懇談会�地区懇談会�

〒395-8501�
飯田市大久保町2534�
飯田市役所　企画課土地利用計画係�
10265（22）4511　内線3222�
ＦＡＸ0265（53）4511�
Ｅメール ikikaku@city.iida.nagano.jp

　土地利用に関するご意見などを右の連絡先まで�
お寄せください。�
　電話、FAX、Eメール、
郵送など、様式は自由
です。�
　また、地区懇談会な
どの内容については、
市ホームページに掲載
しています。ぜひ、ご
覧ください。�

連絡先・問合せ�

19年度�19年度�18年度�18年度�17年度�17年度�16年度�16年度�

国土利用計画�
飯田市計画�
国土利用計画�
飯田市計画�
国土利用計画�
飯田市計画�

市民会議�市民会議�

都市計画�
マスタープラン�
都市計画�

マスタープラン�
都市計画�

マスタープラン�

農業振興地域�
整備計画�

農業振興地域�
整備計画�

農業振興地域�
整備計画�

景観計画�
緑の基本計画�
景観計画�
緑の基本計画�
景観計画�
緑の基本計画�

森林整備計画�森林整備計画�

ﾓﾃﾞﾙ3地区開催�
(山本･伊賀良･鼎)
ﾓﾃﾞﾙ3地区開催�
(山本･伊賀良･鼎)
ﾓﾃﾞﾙ3地区開催�
(山本･伊賀良･鼎)

現状把握�
将来像検討�
現状把握�
将来像検討�
現状把握�
将来像検討�

土地利用�
方針検討�
土地利用�
方針検討�
土地利用�
方針検討�

農地 ･都市 ･�
景観など個別�
内容の検討�

農地 ･都市 ･�
景観など個別�
内容の検討�

農地 ･都市 ･�
景観など個別�
内容の検討�

市全体方針・計画検討�
（国土利用計画）�
市全体方針・計画検討�
（国土利用計画）�
市全体方針・計画検討�
（国土利用計画）�

個別計画検討�
（農振 ･都市マス�
･景観など）�

個別計画検討�
（農振 ･都市マス�
･景観など）�

個別計画検討�
（農振 ･都市マス�
･景観など）�

各種調査�
各計画検討�
各種調査�
各計画検討�
各種調査�
各計画検討�

計画(案 )検討�計画(案 )検討�

計画(案 )検討�計画(案 )検討� 議会へ�議会へ� 土
地
利
用
計
画
策
定�
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　11月20日、地場産業センターで開催。民族衣装に身を

包んだ華やかなダンス、勇壮な太鼓の演奏などが披露さ

れ、盛り上がりのあまりステージが飛び入りの観客でいっぱ

いになってしまうハプニングもありました。見て、踊って、味

わって、お互いの文化を体全体で感じた「夕べ」でした。�

　12月4日、飯田勤労者福祉センター

にて、第21回ムトス飯田賞表彰式と、ま

ちづくり団体の事例発表を題材に交流

会を行いました。�

　今年の受賞団体は、ムトス飯田賞に

「竜丘自由学校」の皆さん、特別賞に

「下栗里の会」と「木沢地区活性化推

進協議会」の皆さんが選ばれました。�

　分散会では、地域に対する熱い思い

を語り合い、交流を深めていました。�

　12月4日、りんご庁舎3階市民サロンで、若年者と

U・J・Iターン希望者を対象に、3回目の開催。3月に

4回目を予定しています。今後も、働きやすい飯田市を

目指し、就業支援事業に取り組んでまいります。�

地域に寄せる思いを共感�
ムトス飯田交流会�

ミニジョブカフェいいだ�

若者の就業支援に�

ムトス飯田賞を受賞した竜丘自由学校の皆さん�

フィリピニャナダンス風景�

分散会風景�

市民サロンでの相談風景�
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　12月11日、文化会館と人形劇場で

開催。人権を身近な問題として考えて

いただくため、基調講演やパネルディ

スカッションなどを行いました。�

　この日の最後には、市民劇団「演

劇宿」が、中国帰国者の日本語学級

を舞台にした「私が私と出会う時」を

公演し、その本物の訴えに、来場者は

張りつめた緊張感とともに、皆舞台へ

引き込まれていました。�

　12月1日、文化会館で開催。戦争犠牲者の遺族な

ど約1,000人が参列しました。式壇には、約5,000本

の菊の花を飾り、厳粛な雰囲気の中、永久平和への

思いを新たにしました。�

交流のきっかけに�飯田市戦没者等合同慰霊祭�

平和への誓いを新たに�

飯田国際交流の夕べ�

人権フェスタ2005in南信州�

“みんなちがって みんないい”�

「演劇宿」公演風景�

パネルディスカッション風景�

戦没者を追悼するため献花する参列者�

各国自慢の料理を味わう�
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�

市立病院　消化器科�
海野　洋　 医師�

胃
カ
メ
ラ
？
バ
リ
ウ
ム
？�

　
昨
年
１２
月
１５
日
、
遠
山
郷

を
「
お
わ
ら
風
の
盆
保
存
会
」

の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
約
1
、

0
0
0
人
の
観
客
（
2
回
公

演
計
）
を
前
に
優
美
で
幽
玄

な
踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。�

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

会
場
で
、
川
路
竹
宵
の
会
・

麻
績
の
里
振
興
委
員
会
の
皆

さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
竹

宵
の
灯
り
の
列
の
中
を
、
編

み
笠
を
目
深
に
被
っ
た
男
女

の
踊
り
手
が
ゆ
っ
く
り
と
進

ん
で
い
く
様
は
、
お
わ
ら
の

故
郷
八
尾
町
で
の
街
流
し
を

彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。�

　
公
演
後
、
風
の
盆
保
存
会

長
の
福
島
さ
ん
た
ち
と
尾
野

島
正
八
幡
神
社
の
霜
月
祭
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
湯
立
を

し
て
、
そ
の
周
り
を
さ
ま
ざ

ま
な
面
を
つ
け
た
「
神
様
た

ち
」
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代

わ
り
舞
う
様
子
に
、
福
島
さ

ん
は
「
素
朴
で
と
て
も
素
晴

ら
し
い
」
と
感
激
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
他
の
八
尾
の
皆
さ

ん
も
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ま
れ
た

よ
う
で
す
。�

　
風
の
盆
と
霜
月
祭
は
歴
史

も
風
情
も
異
な
り
ま
す
が
、

故
郷
の
伝
統
文
化
芸
能
を
大

切
に
守
り
継
承
し
て
い
く
想

い
は
、
共
通
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。�

　
な
お
、
当
地
の
霜
月
祭
保

存
会
の
お
計
ら
い
で
、
私
も

「
遠
山
さ
ま
」
の
面
を
つ
け

て
湯
釜
の
周
り
を
歩
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
面
の
小

さ
な
穴
か
ら
煙
が
入
っ
て
来

て
痛
く
目
に
し
み
ま
し
た
が
、

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
皆
さ
ん

と
遠
山
郷
な
ら
で
は
の
一
体

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。�

そ
の
13
　「
伝
統
文
化
芸
能
の
交
流
」�

　
胃
の
検
査
方
法
は
代
表
的
な

も
の
に
胃
カ
メ
ラ
（
上
部
消
化

管
内
視
鏡
検
査
）
と
バ
リ
ウ
ム

（
上
部
消
化
管
造
影
検
査
）
の
検

査
が
あ
り
ま
す
。
も
し
あ
な
た

が
胃
の
検
査
を
受
け
る
時
は
ど

ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？
ど
ち
ら

も
優
れ
た
検
査
で
す
が
各
々
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
検
査
を
選

ぶ
時
は
好
き
嫌
い
で
判
断
す
る

前
に
検
査
の
特
徴
を
知
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？�

　
バ
リ
ウ
ム
の
検
査
は
バ
リ
ウ

ム
を
胃
の
壁
に
付
着
さ
せ
て
レ

ン
ト
ゲ
ン
で
胃
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の

際
発
泡
剤
を
飲
ん
で
い
た
だ
き

胃
を
膨
ら
ま
せ
て
写
真
を
撮

り
、
そ
れ
を
医
者
が
見
て
診
断

し
ま
す
。
胃
の
全
体
の
形
を
見

た
り
、
病
気
が
胃
の
ど
の
部
位

に
あ
る
か
を
見
る
の
に
有
用
で

す
。
し
か
し
検
査
中
に
ゲ
ッ
プ

を
し
て
胃
の
空
気
が
ぬ
け
た

り
、
胃
の
動
き
が
十
分
に
止
ま

ら
な
い
時
は
病
気
の
有
無
が
判

断
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
健
康
診
断
で
バ
リ
ウ
ム
の

検
査
を
受
け
た
方
の
う
ち
何
人

か
は
こ
の
よ
う
な
理
由
で
精
密

検
査
を
受
け
る
よ
う
に
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
胃
カ
メ
ラ
は
約
１
㎝
の
太
さ

の
管
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
先
端

に
つ
い
て
い
る
電
子
カ
メ
ラ
で

直
接
胃
の
中
を
観
察
す
る
検
査

で
す
。
バ
リ
ウ
ム
の
検
査
と
は

異
な
り
形
だ
け
で
な
く
色
の
変

化
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
わ
ず
か
な
早
期
の
が
ん
も

発
見
可
能
で
す
。�

　
管
が
ず
っ
と
入
っ
て
い
る
の

で
検
査
を
受
け
る
方
は
大
変
で

す
が
、
胃
の
中
と
外
が
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
な
の
で
す
。
ゲ
ッ
プ
を
し

て
空
気
が
抜
け
て
も
空
気
を
入

れ
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
胃

の
中
が
粘
液
な
ど
で
観
察
し
に

く
い
時
も
水
を
注
入
し
て
洗
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
胃
の
中
に

薬
を
ま
く
こ
と
で
病
気
を
診
断

し
や
す
く
で
き
ま
す
。
ま
た
、

胃
の
粘
膜
の
一
部
を
ち
ぎ
っ
て

取
り
出
し
顕
微
鏡
で
調
べ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
（
生
検
）。
た
だ

し
、
生
検
は
胃
を
傷
つ
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
血
が
か
た
ま
り

に
く
く
な
る
薬
を
飲
ん
で
い
る

方
に
は
行
え
ま
せ
ん
。
事
前
に

薬
の
内
容
を
確
認
し
検
査
を
受

け
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
胃
の
手
術
を
受
け
た
方
、
胃

の
病
気
を
治
療
中
の
方
は
治
療

を
受
け
た
経
過
・
内
容
が
わ
か

ら
な
い
と
正
確
な
判
断
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
検
査

前
に
ま
ず
主
治
医
の
先
生
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。�

た
け�

お
　  

み�

よ
い�

や
つ
　
お�



� 2006.1.1［広報いいだ］�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　
私
は
大
き
く
な
っ
た
ら
、
お
年
寄
り
の
介
護
を
や
り
た
い
で

す
。
理
由
は
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
好
き
だ
か
ら
で

す
。
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
の
こ
と
を

と
て
も
か
わ
い
が
っ
て
、
面
倒
を
み
て
く
れ
ま
し
た
。
天
国
に

い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
考

え
た
り
、
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
助
け
た
い
と
思
い

ま
す
。�

　
仲
間
と
協
力
し
て
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。�

　自分たちの持つ特技を生かし、積極
的に地域に関わりを持つことをねらい
に、２００２年度から発足しました。現
在、全員参加の中核活動と、３つの分
科会活動を定期的に実施しています
が、その一端を紹介します。�
　「本と親しみ親子おやつ作り」分科
会は、小学校３年生以下親子対象、ス
タッフ５人が担当し、隔月１回、第２
土曜日の午後実施しています。�
　前半は和室で昔話・紙芝居・お話な
どを聞きます。後半は実習室に移動
し、数組ずつに分かれておやつ作りに

挑戦します。できあがると子どもたち
の歓声に包まれた会食会となります。
親子はもちろん親同士、異学年児同士
の会話が弾み、感想や次回への要望な
どが出されます。�
　回を重ねる度に希望者多数となり、
今では先着20組までとしています。最
近は聞く態度がとてもよくなったとス
タッフ一同大喜びです。昨年までの常
連、現４年生女児数名が「手伝わし
て」との申し出で、事前の材料準備を
してもらっています。�
　今回のムトス飯田賞受賞を契機に、
更なる発展をと会員24人意気込んでい
ます。�

　私は十数年前、テレビでツール・

ド・フランスを観ていました。ただ漠

然と観ていただけでしたが、当時最強

だったインデュライン選手の姿は、今

でも目に焼きついています。その頃ま

さか飯田で自転車レースが行われると

は夢にも思いませんでした。�

　高低差のあるタフなコースを走る選手たち、沿道で応援す

る観客、規模こそ違うものの、テレビで観た光景そのもので

とても感動しました。また、レースを観戦するために県外か

らしかも自転車で来る人たちの多さにも驚かされました。�

　今後も飯田でこの大会が開催されれば良いと思いました。�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで
語っていただき、�
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

先月の宮下貴子 さん（鼎）からのリレー�

介
護
士
に�

な
り
た
い�

生涯現役を目指して�

自転車に感動！�

竜丘自由学校�

林　正直さん�

楯　光司さん（橋北）�

むら�さわ�み�ま�

村澤美真 さん�
（和田小6年）�

はやし� なお�まさ�

たて� こう� じ�
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４
月
１
日
か
ら
新
た
に
保
育

所
、
鼎
幼
稚
園
に
入
所
を
希
望

す
る
方
で
、
保
育
所
入
所
申
込

書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
希
望

す
る
保
育
所
な
ど
で
書
類
調
査

と
児
童
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
児
童
面
接
は
、
必

ず
子
ど
も
と
一
緒
に
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。�

※
同
じ
保
育
所
な
ど
に
引
き
続

　
い
て
入
所
す
る
場
合
に
は
調

　
査
や
面
接
の
必
要
が
あ
り
ま

　
せ
ん
。�

※
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

　
は
、
希
望
す
る
保
育
所
な
ど

　
に
連
絡
し
、
１
月
末
ま
で
に

　
り
ん
ご
庁
舎
内
児
童
課
で
書

　
類
調
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

▼
持
ち
物
　
印
鑑
�

▼
問
合
せ
　
児
童
課
　
保
育
係
�

　
内
線
５
３
４
１
�

保
育
所
、
鼎
幼
稚
園
の�

書
類
調
査
・
児
童
面
接�

美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

会
場
使
用
抽
選
会�

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー�

交
響
楽
団
飯
田
公
演�

鼎
図
書
館�

新
年
特
別
お
楽
し
み
会�

　
美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化

芸
術
活
動
発
表
の
場
で
す
。�

　
４
月
〜
来
年
３
月
ま
で
の
抽

選
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
使
用

し
た
い
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
抽
選
会
日
時
�

　
２
月
５
日
a
�

　
午
前
１０
時
か
ら
　
�

▼
場
所
　
美
術
博
物
館
　
講
堂
�

▼
申
込
資
格
�

　
飯
田
・
下
伊
那
に
住
所
が
あ

　
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
、
自

　
然
、
人
文
、
美
術
、
文
化
芸

　
術
に
関
す
る
創
造
活
動
の
発

　
表
で
あ
る
こ
と
�

▼
問
合
せ
　
美
術
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
�

遠
山
郷
土
館
の�

冬
期
休
館
に
つ
い
て�

▼
休
館
期
間
�

　
２
月
２８
日
c
ま
で
�

▼
問
合
せ
　
美
術
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
に
よ
る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。�

　
指
揮
者
に
沼
尻
竜
典
氏
、
ソ

リ
ス
ト
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
渡

辺
玲
子
氏
を
迎
え
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲

第
５
番
『
ト
ル
コ
風
』」、
Ｊ
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
皇
帝
円
舞
曲
」

「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」
な
ど

新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
名
曲
の
数
々

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１
月
１４
日
g
�

　
午
後
６
時
３０
分
開
演
�

▼
場
所
　
飯
田
文
化
会
館
�

▼
チ
ケ
ッ
ト
�

○
Ｓ
席
　
　
　
５
、
０
０
０
円
�

○
Ａ
席
�

・
一
般
　
　
　
３
、
５
０
０
円
�

・
高
校
生
以
下
２
、
０
０
０
円
�

※
全
席
指
定
、
小
学
生
以
上
と

　
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
文
化

　
会
館
ほ
か
で
好
評
発
売
中
！
�

▼
問
合
せ
　
文
化
会
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２
�

老
人
保
健
の�

入
院
時
減
額
制
度�

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
老

人
保
健
該
当
者
の
方
が
入
院
さ

れ
た
場
合
、
窓
口
で
お
支
払
い

い
た
だ
く
一
部
負
担
金
と
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。�

　
該
当
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

申
請
を
し
、
入
院
す
る
時
に
医

療
機
関
へ
「
減
額
認
定
証
」
を

提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
申
請

し
た
月
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。�

▼
減
額
内
容
　
下
表
参
照
�

▼
申
請
方
法
�

　
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
と

　
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
保

　
健
課
医
療
給
付
係
、
り
ん
ご

　
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、

　
市
役
所
各
支
所
・
自
治
振
興

　
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
保
健
課
　
医
療
給
付
係
�

　
内
線
５
５
２
６
�

　
ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読
み
き
か

せ
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。�

▼
対
象
�

　
園
児
、
小
学
生
低
学
年
　
�

▼
日
時
　
１
月
２８
日
g
�

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
鼎
図
書
館
�

▼
問
合
せ
　
鼎
図
書
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）９
９
０
１
�

市民税非課税世帯で、年金収入65万
円以下または老齢福祉年金受給者�

市民税非課税世帯�

一般の老人保健該当者�

対　　　象�

40,200円� 780円�

24,600円�
に減額�

15,000円�
に減額�

1部負担金�
上限額�
（1カ月）�

食事代�
（1日）�

300円に減額�

90日以内�
650円に減額�
91日から�
500円に減額�
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■問合せ　飯田市立病院　産婦人科外来　10265(21)1255　内線2015

○原則として、妊婦初診は市立病院以外の医療機関で受診し､ 必要または希望さ
れる場合には医師の紹介状を持参して市立病院で受診してくださるようにお願
いします。�
○妊婦健診は当地域の産婦人科で行いますが、分娩は、市立病院、椎名レディー
スクリニック、羽場医院の3施設で主として行います｡（椎名レディースクリニック、
羽場医院は病床数が少ないため分娩件数の予約制限があります）�

※里帰り出産は3施設で可能な限り受け入れますが、妊娠20週位までに予約をお
願いします｡�

○市立病院以外で分娩予定の方は、市立病院以外で妊婦健診をお願いします。�
○市立病院では、産科外来の待ち時間短縮に配慮しておりますが、状況によって
は長くなることも予想されます。ご理解の上、ご協力をお願いします。�

○当地域の産科共通カルテを作成し、情報の共有化を図りますのでご承知おきくだ
さい。�
○市立病院では、分娩数の増加に対応するため、産婦人科医師を増員するととも
に施設改修を実施いたします。�

産科について�

▼助産師や保健師による保健指導業務も充実してまいります。�
▼不明な点は、市立病院または各医療機関にお問い合わせください。�

○原則として､ 婦人科の初診は市立病院以外の医療機関にて受診してくださるよ
うにお願いします｡�
○市立病院での診療を希望される場合または医師が必要と判断した場合は、医師
の紹介状を持参して市立病院で受診してください。�
○市立病院で受診されている患者さんで、良質疾患の定期健診などは、ご本人の
ご了解をいただいた上で市立病院以外の医療機関に紹介させていただくこともあ
ります。�

婦人科について�

　市立病院の産婦人科の受診について、飯田下伊
那地方で出産できる場所を確保するため、当分の間、
次のように行います。�
　皆様のご理解、ご協力をお願い申し上げます。�

ー市立病院における産婦人科についてお知らせしますー�
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歴
史
研
究
所
で
は
、
月
に
１

度
研
究
所
員
が
研
究
内
容
を
報

告
し
、
参
加
者
が
自
由
な
意
見

交
換
を
す
る
研
究
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１
月
１４
日
g
�

　
午
後
２
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
�

▼
内
容
　「
狂
犬
病
と
村
人
た

　
ち
―
元
文
二
年
下
伊
那
へ
の

　
流
入
と
そ
の
情
報
―
」�

　
江
戸
時
代
中
期
、
日
本
に
入

　
っ
て
き
た
狂
犬
病
。
下
伊
那

　
の
人
々
は
そ
の
未
知
な
る
感

　
染
症
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し

　
た
の
か
考
え
ま
す
。�

▼
報
告
者
�

　
前
澤
健
調
査
研
究
員
�

▼
問
合
せ
　
歴
史
研
究
所
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０
�

歴
史
研
究
所�

１
月
の
月
例
研
究
会�

書
き
損
じ
は
が
き�

収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

　
飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
・
世
界
寺
子
屋
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
書
き
損
じ
は

が
き
を
集
め
、
教
育
の
機
会
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
人
々
へ
の

教
育
支
援
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
１５
年
間
で
、
約

１
、
５
０
０
万
枚
寄
せ
ら
れ
、

７５
万
人
を
超
え
る
人
々
に
学
ぶ

機
会
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。�

　
１
枚
の
は
が
き
が
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
ノ
ー
ト
１
冊
と

ボ
ー
ル
ペ
ン
２
本
に
な
り
ま
す
。

１
枚
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

▼
ユ
ネ
ス
コ
・
世
界
寺
子
屋
運

　
動
と
は
�

　
世
界
に
は
、
学
校
に
行
け
な

　
い
子
ど
も
が
１
億
４
０
０
万

　
人
、
ま
た
、
学
校
に
行
け
な

　
い
ま
ま
大
人
に
な
り
、
文
字

　
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
人

　
が
７
億
９
、
９
０
０
万
人
も

　
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
び

　
と
に
「
学
び
の
場
＝
寺
子
屋
」

　
を
提
供
し
、
教
育
を
支
援
す

　
る
運
動
で
す
。�

▼
実
施
期
間
�

　
３
月
１０
日
f
ま
で
�

▼
受
付
方
法
　
市
役
所
生
涯
学

　
習
課
・
各
支
所
・
自
治
振
興

　
セ
ン
タ
ー
に
持
参
く
だ
さ
い
。�

※
郵
送
の
場
合
は
、
生
涯
学
習

　
課
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。�

▼
送
付
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
生
涯
学
習
課
地
育
力
向
上
係
�

　
内
線
３
５
７
１
�

国
の
教
育
ロ
ー
ン�

受
付
中�

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、

高
校
・
大
学
な
ど
に
進
学
ま
た

は
在
学
中
の
子
ど
も
を
持
つ
方

の
た
め
に
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。�

▼
融
資
限
度
額
　
学
生
１
人
に

　
つ
き
２
０
０
万
円
以
内
�

▼
金
利
　
１
・
５
５
％
�

　（
平
成
１７
年
１１
月
１０
日
現
在
）�

▼
返
済
期
間
　
１０
年
以
内
�

▼
融
資
相
談
会
開
催
�

○
日
時
�

・
１
月
１６
日
b
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
�

・
２
月
１６
日
e
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
�

・
２
月
１７
日
f
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
�

○
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
国
民
生
活
金
融
公

　
庫
　
伊
那
支
店
�

　
1
０
２
６
５（
７
２
）５
１
９
５
�

■問合せ　企画課　10265（22）4511　内線2224

　第5次基本構想・基本計画の「市民検討会議」の進捗情報を、月に1回報告してまいります。今回は、
昨年中（第1～5回目）の概要報告です。�
　第5次基本構想・基本計画の「市民検討会議」の進捗情報を、月に1回報告してまいります。今回は、
昨年中（第1～5回目）の概要報告です。�

　第1回目（10/22）は、今後の策定計画を確認
した後、牧野市長から当地域の魅力とこれからのま
ちづくりの方向性について聞きました。�
　第2回目（11/5）は、立命館大学政策科学部
の高田昇氏から、新しいパートナーシップ型「市民

社会」の必要性についてお
聞きしました。�
　2つの講演から、地域の
魅力とこれからのまちづくり
の方向性を確認できました。�

　第3～5回目（11/19、12/4・17）は、「この
地域の良さ・課題」をテーマに、グループに分か
れて討議しました。各自が考えていることを言葉に
してメモにまとめ、それぞれが説明をしながら似た
ような意見をまとめていくという方法で進めました。�
　昨年中に市の目指
すべき都市像につい
て考え、基本構想の
骨格を整理しました。�
（骨格の内容は次号でお
知らせします）�

検討経過の詳細は、市ホームページ、企画課、
市役所各支所・自治振興センター、公民館で
ご覧いただけます。�
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1月の納税�

税目�

納期�

市県民税（4期）�
国民健康保険税(1月分)

1月31日(火)

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

給排気筒�

対象製品には屋外
に給排気筒が設置
されています。�

架
空
請
求
な
ど
に�

ご
注
意
く
だ
さ
い�

　
郵
便
を
利
用
し
た
架
空
請
求

な
ど
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
架
空
請
求
の
ね
ら
い

は
、
と
に
か
く
電
話
を
掛
け
さ

せ
て
電
話
番
号
を
確
認
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
の
電

話
で
の
や
り
取
り
で
巧
み
に
個

人
情
報
を
聞
き
出
し
た
後
、
で

た
ら
め
な
理
由
を
つ
け
て
脅
か

し
、
お
金
を
騙
し
取
り
ま
す
。�

　
最
近
は
、「
身
に
覚
え
が
な

け
れ
ば
連
絡
を
す
る
よ
う
に
」

と
記
載
す
る
な
ど
、
非
常
に
巧

妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

▼
対
策
�

　
郵
便
物
に
記
載
さ
れ
た
電
話

　
番
号
へ
は
連
絡
せ
ず
に
無
視

　
す
る
こ
と
が
鉄
則
で
す
。�

※
オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
身
内
に
成

　
り
済
ま
し
、
お
金
を
要
求
）

　
や
融
資
保
証
金
詐
欺
（
破
格

　
の
融
資
条
件
を
提
示
し
返
済

　
能
力
確
認
の
名
目
で
お
金
を

　
要
求
）
に
も
十
分
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
。�

▼
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

　
裁
判
所
か
ら
の
通
知
を
装
う

　
な
ど
、
判
断
が
難
し
い
場
合

　
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相

　
談
機
関
へ
お
早
め
に
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。�

▼
相
談
先
�

○
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
２
�

○
飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８
�

　
松
下
電
器
産
業
（
ナ
シ
ョ
ナ

ル
）
製
の
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ

ー
が
原
因
の
一
酸
化
炭
素
中
毒

に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
経
済
産
業
省
の
緊
急
命

令
を
受
け
、
同
社
は
１
、
９
８

５
〜
９
２
年
製
の
２５
機
種
に
つ

い
て
、
製
品
回
収
な
ど
の
必
要

な
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
対
象
製
品
は
背
面
に
給
排
気

筒
が
あ
り
屋
外
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。（
左
図
の
と
お
り
）�

※
詳
細
は
、
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
（http://panasonic.co.jp/

）

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

※
該
当
製
品
を
ご
使
用
の
場
合

　
は
、
直
ち
に
使
用
を
中
止
し
、

　
購
入
し
た
販
売
店
ま
た
は
同

　
社
問
い
合
わ
せ
専
用
フ
リ
ー

　
ダ
イ
ヤ
ル
（
1
０
１
２
０
（
８

　
７
２
）
７
７
３
）
に
連
絡
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
２
�

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー�

に
よ
る
事
故
に
注
意�

ブラジル�
面積　854.7万h（世界第５位）�
国連「Demographic Yearbook 2002」�
人口　1億8,070万人（世界第５位）�
国連「世界人口白書2004」�

ブラジル�
面積　854.7万h（世界第５位）�
国連「Demographic Yearbook 2002」�
人口　1億8,070万人（世界第５位）�
国連「世界人口白書2004」�

■問合せ　男女共同参画課　多文化共生担当　内線5351� ■問合せ　飯田市公民館　10265（22）1132

　「多文化共生」とは、文化などのさまざまな違いを認め合い、尊重しあって暮ら
すこと。昨年4月から男女共同参画課に「多文化共生担当」をおき、市内の外
国籍住民と日本人との共生に向けて取り組んでいます。外国人登録人口3,193人
（昨年11月末現在）は、市人口の3％を占めます。近くにいるけれど、ちょっと距
離を感じているあなたに、少しでも身近に感じていただければと、彼らの文化や
生活などをお知らせしていきます。第1弾は最も登録人口の多いブラジルです。�

（ポルトガル語で〈ブラジルへの道〉）�

　ブラジルのお正月は、まさに多国籍。「お金が貯ま
りますように」との願いを込め、ザクロを食べて種7
粒を財布に入れるのは、西洋の風習。レンズ豆を食
べるのは、アラブ系移民の縁起かつぎの一つといわれ

ています。人々は、アフリカの女神イエマンジャのシンボルカラー“白”
にちなみ、白い服を着て過ごします。多彩な風習、文化が溶け合う
移民の国、ブラジルならではといえるでしょう。�

多文化共生情報�
第
１
号�

（ポルトガル語で�
 「あけましておめでとう」）� 　「わいわいサロン」は、日本語学習を中心とした

交流の場で、毎週木曜日午前 10時から正午まで、
飯田市公民館で行っています。お互いに言葉や文化
を教え、学び、時には料理会も
行っています。日本語を教えた
い方、外国の文化に興味のあ
る方、お気軽にお越しください。
参加無料。�

交通事故発生状況�
（11月30日現在）�

件数・・・568件（ー57）�
死者・・・        　 2人（±０）�
傷者・・・738人（ー60）�
（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�
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▼
期
日
　
２
月
１１
日
-
�

▼
時
間
�

○
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
�

　
正
午
〜
午
後
１
時
�

○
環
境
講
演
会
�

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
�

▼
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
（
飯
田
市
東
栄
町
）�

▼
内
容
�

○
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
�

　
市
連
合
婦
人
会
に
よ
る
バ
ザ

　
ー
（
不
用
品
交
換
会
）
で
す
。

　
出
品
希
望
の
方
は
、最
寄
り

　
の
婦
人
会
役
員
へ
品
名
と
希

　
望
価
格
を
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
当
日
会
場
へ
持
ち
込
め

　
な
い
品
物
は
目
録
で
取
り
扱

　
い
ま
す
。�

○
環
境
講
演
会
�

　「
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い
環

　
境
と
は
？
」�

・
講
師
　
藤
山
静
雄
氏
�

　（
信
州
大
学
理
学
部
教
授
）�

※
バ
ザ
ー
、
講
演
会
と
も
に
参

　
加
費
は
無
料
で
ど
な
た
で
も

　
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。�

▼
問
合
せ
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
２
�

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
と�

環
境
講
演
会�

平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用�

飯
田
市
職
員�

▼
試
験
区
分
　
下
表
�

▼
試
験
実
施
要
綱
と
受
験
申
込

　
書
の
入
手
方
法
�

○
市
役
所
人
事
課
、
市
役
所
各

　
支
所
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
窓
口
で
受
け
取
り
�

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　
信
用
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛

　
先
明
記
、
角
形
２
号
）
を
同

　
封
し
、
人
事
課
に
請
求
�

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　
次
の
書
類
を
月

　
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝

　
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
３０

　
分
〜
午
後
５
時
１５
分
の
間
に

　
人
事
課
ま
で
本
人
ま
た
は
代

　
理
者
が
持
参
。
郵
送
も
可
。�

○
試
験
申
込
書
�

○
住
所
・
氏
名
・
試
験
区
分
を

　
記
載
し
、
８０
円
切
手
を
貼
っ

　
た
長
形
３
号
封
筒
�

▼
申
込
締
切
　
１
月
１０
日
c
�

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
�

※
昨
年
７
〜
１０
月
の
看
護
職
職

　
員
採
用
試
験
受
験
者
は
、
こ

　
の
試
験
を
受
験
で
き
ま
せ
ん
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
飯
田
市
総
務
部
　
人
事
課
�

　
内
線
２
１
３
２
�

飯田市職員採用試験�

試験区分�

看護職�
（3次募集）�

10人�
程度�

看護師、助産師、保健師
のいずれかの免許取得者�
（18年春までに免許取得
見込みの者を含む）�

昭和47年4月2日�
以降の出生者�

196,600円�
（短大3卒）�
202,300円�
（大学卒）�

教養試験�
作文試験�
性格検査�

１/22�
A

採用予�
定人数�

受験資格（詳細は実施要綱参照）�

資格および免許� 年齢�

給与※�

初任給� 手当�

第１次�
試験方法�

第１次�
試験日�

※給与は平成17年4月1日現在の内容です�

４.４月�
ほか�
手当�

三
市
合
同
企
画
第
四
十
六
回�

■問合せ　天竜総合事務所　商工農政課　10539（22）0033�
　　　　　秋野不矩美術館　　　　　　　10539（22）0315

遠
州�

二
俣
城
址
（
浜
松
市
）�

秋
野
不
矩
美
術
館�

（
浜
松
市
）�

標
高
９０
ｍ
の
天
守
台
か
ら

天
竜
川
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
�

第5回所蔵品展 心にとどめた風景～新
収蔵デッサンより～が開催中です�

　
戦
国
時
代
、
北
遠
の
戦

略
拠
点
と
し
て
今
川
氏
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
二
俣
城
。

二
俣
城
を
め
ぐ
り
武
田
・
徳

川
軍
が
約
7
年
間
攻
防
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
武
田

軍
の
修
築
を
経
て
、
徳
川

側
の
在
城
の
こ
ろ
、
天
守
台

を
は
じ
め
諸
施
設
が
構
築

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
遺
構

と
し
て
本
丸
、
天
守
台
、
二

の
丸
、
曲
輪
、
蔵
屋
敷
な
ど

が
残
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
天
正
7
年
（
1
、

5
7
9
年
）、
徳
川
家
康
の

長
男
信
康
が
切
腹
を
命
ぜ

ら
れ
城
内
で
自
刃
し
て
い

ま
す
。�

　
秋
野
不
矩
（
あ
き
の
ふ
く
）

は
明
治
４１
年
に
二
俣
町
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ド

を
題
材
に
し
た
作
品
が
多
く
、

鮮
や
か
な
色
彩
の
美
と
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
特
徴

で
す
。
平
成
１１
年
に
は
文

化
勲
章
を
受
章
し
ま
し
た
。�

　
秋
野
不
矩
美
術
館
は
、

地
元
の
天
竜
ス
ギ
の
ほ
か

壁
に
漆
喰
（
し
っ
く
い
）、
床

に
大
理
石
と
自
然
素
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
展
示
室
で
は

履
き
物
を
脱
い
で
、
床
に

座
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
作
品
を

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

開
館
　
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
5
時（
月
曜
休
館
）�

　
歴
史
的
み
ど
こ
ろ
も
多
く
、
昔
の
あ
た
た
か
さ

が
残
る
ま
ち
、
二
俣
。
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
に
乗
っ

て
二
俣
め
ぐ
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
�
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特
養
第
二
飯
田
荘�

臨
時
職
員�

▼
募
集
職
種
・
人
数
�

　
介
護
員
　
１
人
�

▼
業
務
内
容
　
第
二
飯
田
荘
入

　
居
者
の
介
護
。
日
勤
・
早
出
・

　
遅
出
・
夜
勤
の
交
代
勤
務
。�

▼
賃
金
　
�

　
月
額
　
１
５
５
、
８
０
０
円
�

▼
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書

　（
写
真
添
付
）を
用
意
し
、あ

　
ら
か
じ
め
連
絡
の
上
、第
二
飯

　
田
荘
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
１
月
１６
日
b
�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
第
二
飯
田
荘
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）６
６
７
７
�

平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用�

飯
田
市
臨
時
職
員�

▼
募
集
職
種
・
人
数
�

　
作
業
療
法
士
　
１
人
�

▼
受
験
資
格
　
作
業
療
法
士
免

　
許
を
持
つ
方
、
ま
た
は
、
平

　
成
１８
年
４
月
ま
で
に
作
業
療

　
法
士
免
許
を
取
得
す
る
見
込

　
み
の
あ
る
方
。�

▼
業
務
内
容
　
療
育
相
談
・
指

　
導
、
発
達
支
援
、
障
害
児
者

　
へ
の
生
活
指
導
な
ど
。�

▼
勤
務
時
間
�

　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
３０

　
分
〜
午
後
５
時
１５
分
�

▼
賃
金
�

　
飯
田
市
臨
時
的
任
用
職
員
・

　
非
常
勤
職
員
の
規
定
に
よ
る
。�

　
日
額
　
８
、
６
０
０
円
�

▼
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書

　（
写
真
添
付
）を
用
意
し
、り

　
ん
ご
庁
舎
福
祉
課
窓
口
に
持

　
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
１
月
３１
日
c
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４
�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
�

　
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係
�

　
内
線
５
３
１
３
�

　
飯
田
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
行
う
囲
碁
・
将
棋
・
カ
ル

タ
（
百
人
一
首
）
大
会
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
６０
歳
以
上
の
方
�

▼
日
時
　
２
月
２１
日
c
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
�

▼
場
所
　
鼎
公
民
館
�

▼
持
ち
物
　
昼
食
�

▼
申
込
期
限
　
１
月
３１
日
c
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係
�

　
内
線
５
３
８
２
�

高
齢
者
初
春
事
業�

参
加
者�

平成16年度実施事業の評価を公表しています�平成16年度実施事業の評価を公表しています�平成16年度実施事業の評価を公表しています�平成16年度実施事業の評価を公表しています�

　市では、平成15年度から行政評価の導入に取
り組んでいます。行政評価とは、行政が限られた
財源を活用するため、施策や事業の目的を整理し、
より効果的に進めるための仕組みです。�
　今回公表する「事務事業進行管理表」には、16
年度の事業について担当課が自己評価し、成果を
高めるために今後どう改善していくかという案を
明記しています。�
　評価結果に対して市民の皆さんからご意見な
どをいただき、次年度以降の事業の進め方を決定
します。�
■評価結果の概要�
○平成16年度実施事業のうち429事業について
評価し、236事業は、何らかの改革改善が必要
と考えています。�
○特に改革改善が必要と評価し、政策会議(理事者・
部長で構成）で、平成18年度以降の進め方を確
認した事業は右表のとおりです。�
※詳細は企画課、または、市ホームページでご覧
　いただけます。�
　（http://www.city.iida.nagano.jp/kikaku/hyouka/）�

企画課　行政経営係　内線2222�
※各事業については事業担当課へ
　お問い合わせください。�

林と緑のファクトリーパーク整備事業� 工業課�
担当課�事務事業名�

事務事業名�
生活雑排水汚泥処理事業 
学校りんご園後援会事業�

担当課�
環境課�
生涯学習課�

時期�
平成25年度から�
平成21年度から�

事務事業名�
国際交流推進事業�
高齢者の自立支援事業�
在宅介護支援センター運営事業�
水中運動事業�
リンゴ並木活用プロジェクト�
街なか再生活動支援事業�
発酵のまちづくり推進事業�
特色ある教育・学校づくり推進活動事業�
平和資料収集事業�
公民館ホール整備事業�
子育てネットワーク支援事業�
里山学習事業�

担当課�
男女共同参画課�
介護高齢課�
介護高齢課�
保健課�
産業振興支援室�
産業振興支援室�
工業課�

生涯学習課�
公民館�
公民館�
公民館�

学校教育課�

統合先の事業名�
多文化共生社会推進事業�
介護予防事業�

地域包括センターで実施�
事業内容を見直し類似事業へ統合�
いいだのまち観光づくり事業�
いいだのまち観光づくり事業�
地域ブランド構築事業�
総合教育支援事業�
歴史研究所へ移管�
公民館改修事業�
乳児教育事業�
環境学習支援事業�

休止とする事業�

廃止とする事業�

統合する事業�
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動物園の休園日�
1月 1日a◆ 2日b�
　◆ 3日c◆10日c

　◆16日b◆23日b�
◆30日b　　　　�

■問合せ 動物園�
0265（22）0416

　
シ
リ
ー
ズ
「
古
島
敏
雄
の
人

と
学
問
」
の
２
回
目
で
す
。�

　
戦
後
農
地
改
革
は
古
島
史
学

の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
古
島
氏
の
農
地
改

革
理
解
の
再
検
討
、
農
地
改
革

を
可
能
と
し
た
条
件
、
そ
の
現

代
的
意
義
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。�

▼
テ
ー
マ
�

　
戦
後
農
地
改
革
と
古
島
史
学
�

▼
日
時
（
２
日
間
の
連
続
講
座
）�

○
１
月
２８
日
g
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
�

○
１
月
２９
日
a
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分
�

▼
場
所
�

　
歴
史
研
究
所
３
階
�

　（
市
役
所
上
郷
支
所
庁
舎
）�

▼
講
師
　
岩
本
純
明
氏
�

　（
歴
史
研
究
所
顧
問
研
究
員
・

　
東
京
大
学
教
授
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人
�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円
�

　（
資
料
代
・
２
日
分
）�

※
２９
日
の
昼
休
み
に
は
、
講
師

　
を
囲
ん
で
昼
食
交
流
会
も
行

　
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

　
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
歴
史
研
究
所
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０
�

第
５
回�

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
２
０
０
５�

美
博
の
自
然
講
座�

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

入
門
教
室�

　
伊
那
谷
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。�

▼
哺
乳
類
の
生
活
を
追
っ
て
�

○
日
時
　
２
月
９
日
e
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

○
講
師
　
関
谷
圭
史
氏
（
上
田

　
市
立
第
六
中
学
校
教
頭
）�

▼
ウ
ラ
ン
鉱
床
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル

　
ア
ナ
ロ
グ
研
究
�

○
日
時
　
２
月
１６
日
e
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

○
講
師
　
堀
川
循
正
氏
（
野
外

　
教
育
研
究
財
団
上
席
研
究
員
）�

▼
場
所
�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室
�

　（
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
屋
上

　
へ
至
る
階
段
か
ら
直
接
入
る
）�

▼
資
料
代
　
１
０
０
円
�

▼
問
合
せ
�

　
美
術
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
�

　
正
確
で
分
か
り
や
す
い
朗
読

技
術
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。�

▼
対
象
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
に
関
心
の
あ
る
方
�

▼
日
時
�

　
２
月
１７
日
f
〜
３
月
１７
日
f

　
の
毎
週
金
曜
日
（
全
５
回
）�

　
午
前
１０
時
〜
正
午
　
�

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
�

▼
定
員
　
１５
人
�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。�

▼
申
込
締
切
　
２
月
１０
日
f
�

▼
問
合
せ
　
�

　
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２
�

戦
傷
病
者
・
戦
没
者�

遺
族
援
護
相
談
所�

　
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
し
た
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。�

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
日

ご
ろ
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１
月
１７
日
c
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室
�

※
相
談
に
は
、
厚
生
労
働
省
か

　
ら
委
託
を
受
け
た
戦
傷
病
者

　
相
談
員
、
戦
没
者
遺
族
相
談

　
員
が
対
応
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
�

　
福
祉
課
　
庶
務
係
�

　
内
線
５
３
７
２
�

勾
玉
づ
く
り
教
室�

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
軟

ら
か
く
て
加
工
し
や
す
い
石
を

使
っ
た
勾
玉
づ
く
り
教
室
を
開

催
し
ま
す
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
�

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
�

▼
日
時
　
１
月
２１
日
g
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
　
�

▼
場
所
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
�

▼
費
用
（
材
料
費
・
入
館
料
）�

○
大
人
・
高
校
生
　
４
０
０
円
�

○
小
・
中
学
生
　
　
３
０
０
円
�

▼
募
集
人
数
　
３０
人
�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。�

▼
申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、年

　
齢（
学
年
・
学
校
）、電
話
番
号

　
を
明
記
の
上
、往
復
は
が
き
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
１
月
１４
日
g
�

　（
消
印
有
効
）　
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３
�

　
飯
田
市
上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５
�

鼎
図
書
館
け
ん
玉
教
室�

　
け
ん
玉
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
を
し
ま
す
。
初
心
者
も

大
歓
迎
で
す
。�

▼
対
象
　
小
学
生
�

▼
日
時
 
１
月
２２
日
a
�

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
鼎
図
書
館
　
　
�

▼
持
ち
物
　
け
ん
玉
�

▼
募
集
人
数
　
２５
人
程
度
�

▼
申
込
締
切
�

　
１
月
２１
日
g
�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
鼎
図
書
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）９
９
０
１
�
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天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ  10265(27)6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　公園事務局　10265(59)8080　ＦＡＸ0265(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

（小学3年生以上）�

1月22日A、2月12日A�
9:00～11:00�
持ち物：絵の具、絵筆、習　
　　　字用の細筆�
　水彩絵の具や顔彩を使って、
絵手紙作りに挑戦します。�
　1月～ 3月までの連続講座
ですが、１回だけの参加、2月、
3月からの参加もできます。
この機会に、絵手紙をはじめ
てみませんか？�

（小3年以上）�

期間　1月4日D～2月26日A�
出展　気象予報士　今村理則氏�

� 2006.1.1［広報いいだ］�

　「食の工房体験学習」�

　10:30～13:00�
　材料費50～150円�
▼窯焼きピザづくり�
　（トマトソース）�
　1月22日A�
▼炭火焼きおにぎりづくり�
　1月29日A�
▼窯焼きピザづくり�
　（フルーツピザ）�
　2月5日A

　森にすむいきものの楽しさ
知ろう�

　野鳥のえさ台が完成しました！
園内の数箇所にとりつけてあります。
どんな鳥さんがやってくるかな？�

　「なかまの館体験学習」�

　10:30～12:00、�
　13:30～15:00�
▼ナチュラルラミネートアート�
　1月14日G�
　落ち葉などの自然の素材を使っ
　た芸術です。�
▼お面づくり�
　1月28日G�
　節分に向け、鬼のお面などを作
　ります。�
▼簡単ステンドグラスづくり�
　2月4日G

　「森森探検隊」�
　集合場所：なかまの館�
▼ぴよぴよ探検隊�
　1月21日G�
　13:30～15:00�
　冬の鳥を探しに森の中へ出発！�
▼雪だるまづくり�
　2月11日G�
　10：30～11：30、13：30～15：00�
　持ち物：てぶくろ�

　「新春巨大すごろく大会」�

　1月15日A�
　10:00～12:00、�
　13:30～15:00�
　自分が駒となってサイコロをふり、
なかまの館内を進んでいこう！�

　「森森大学院」�

　青少年保護者のための教養講座
　18:00～19:00�
　場所：なかまの館会議室�
▼中国語�
　1月17日C�
▼地球科学�
　1月18日D�
▼参画・体験・発見学習論�
　1月19日E�
▼サバイバル英会話�
　1月20日F・27日F、�
　2月3日F�
▼生態学�
　1月31日C

（保護者同伴）�
1月20日F　18:00～20:00�
持ち物：筆記用具、防寒着�

�
1月21日G　9:00～11:30�
持ち物：筆記用具�

（成人講座）�
1月25日D　9:00～11:00�
持ち物：カメラ、筆記用具、飲み物�

1月28日G　9:00～11:30�
持ち物：筆記用具、双眼鏡�

2月4日G　9:00～11:00�
持ち物：筆記用具�
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昨
年
10
〜
11
月
、
飯
田
市
議
会
と
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
市
政
懇
談
会

に
は
、
１
、
８
０
０
人
を
超
え
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
広
報
で
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
と
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

市
政
懇
談
会
で
は
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

今
回
の
市
政
懇
談
会
は
、
市
議

会
か
ら
の
「
自
治
基
本
条
例
」
に

続
き
、
次
の
2
つ
を
テ
ー
マ
に
説
明
・

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。�

▼
新
し
い
飯
田
市
の
地
域
づ
く
り�

　
平
成
１９
年
4
月
か
ら
の
第
5
次

基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定
に

向
け
た
取
り
組
み
の
基
本
的
な
考

え
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し

し
ま
し
た
。�

▼
地
域
自
治
組
織
導
入
に
関
す
る
基

本
方
針�

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
自
治
を
強

化
し
、
行
政
と
住
民
が
協
力
し

て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
と
し
て
「
地
域
自

治
組
織
」
の
導
入
を
提
案
し
ま

し
た
。�

い
ず
れ
も
、
今
後
の
飯
田
市
を
考

え
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
課
題

で
す
。�

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
、
多

く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

全
体
的
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

自
主
的
で
自
立
し
た
活
動
に
対
し
て
、

限
ら
れ
た
財
源
・
職
員
体
制
の
中
で

行
政
が
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い

か
、
と
い
う
こ
と

が
課
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。�

※
左
ペ
ー
ジ
で
、

質
疑
応
答
の
一

部
を
紹
介
し

ま
す
。�

市政懇談会参加者数�
日　程�
10月24日B�
10月25日C�
10月28日F�

10月29日G�

10月31日B�
11月 1日C�
11月 2日D�

11月 6日A

会　　場�
伊賀良公民館�
橋北公民館�
竜丘公民館�
下久堅公民館�
羽場公民館�
龍江公民館�
鼎文化センター�
橋南公民館�
東野公民館�
川路公民館�

参加者�
129人�
54人�
142人�
68人�
80人�
85人�
170人�
105人�
49人�
51人�

日　程�
11月 7日B�
11月 9日D�
11月13日A�
11月14日B�
11月15日C�
11月19日G�
11月21日B�
11月22日C�

11月23日D

会　　場�
千代小学校�
上郷公民館�
座光寺公民館�
山本公民館�
丸山公民館�
三穂公民館�
松尾公民館�
上久堅公民館�
南信濃学習交流センター�
上村コミュニティセンター�
20地区合計�

参加者�
39人�
196人�
66人�
86人�
81人�
43人�
184人�
87人�
82人�
47人�

1,844

［広報いいだ］2006.1.1 ��
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� 2006.1.1［広報いいだ］�

　
市
政
懇
談
会
で
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。�

○
「
第
5
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

　
に
つ
い
て
は
、
市
民
検
討
会
議
、
基
本

　
構
想
策
定
審
議
会
な
ど
で
検
討
い
た

　
だ
き
、
今
年
１２
月
の
市
議
会
へ
の
提

　
出
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

　
り
ま
す
。�

○
「
地
域
自
治
組
織
」
に
つ
い
て
は
、

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
さ

　
ら
に
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
地
域
や
各
種
団
体
等
の
話

　
し
合
い
の
場
な
ど
で
引
き
続
き
ご
説

　
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
年
4
月

　
の
導
入
に
向
け
て
、
共
に
進
め
て
ま
い

　
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
積

　
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
今
後
も
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
ご

提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

こ
れ
か
ら
は
、
行
政
と

市
民
が
協
働
で
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
画
し
や
す
く
、

意
思
を
反
映
し
や
す
い
仕

組
み
が
「
地
域
自
治
組
織
」

で
す
。�

飯
田
に
は
、
新
し
い
も

の
に
進
ん
で
取
り
組
む
気

質
と
、
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
作
る
と
い

う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
意
識
に
よ
っ
て
地
域

が
支
え
ら
れ
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
「
地
域
自
治
組

織
」
に
よ
っ
て
、
飯
田
の
活

力
の
原
点
で
あ
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
、
よ
り

一
層
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

地
域
自
治
組
織
の
導

入
は
、
な
ぜ
必
要
で
す
か
。�

公
民
館
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
独
立
し
た
形
で

継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、

ど
の
よ
う
に
組
織
化
し

て
い
く
の
か
。�

公
民
館
に
は
、
地
域
づ

く
り
の
団
体
で
あ
る
と
同
時

に
、
社
会
教
育
機
関
で
あ
る

と
い
う
2
つ
の
側
面
が
あ

り
ま
す
。�

地
域
活
動
の
一
翼
を
担
う

公
民
館
が
、ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
中
で
地
域
の
他
の

担
い
手
と
一
緒
に
な
っ
て
地

域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
学
習
活

動
の
向
上
や
地
域
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

行
政
と
し
て
職
員
を
配
置

し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。�

現
在
の
地
域
活
動
の
あ
り

方
を
再
点
検
し
て
、ど
の
よ

う
な
事
業
内
容
と
組
織
が

必
要
な
の
か
、地
域
の
皆
さ

ん
に
自
ら
検
討
し
て
い
た
だ

き
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ

っ
た
仕
組
み
を
作
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
核
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
は
、委
員
会
の
名
称

な
ど
も
含
め
て
、各
地
域
の

皆
さ
ん
の
意
思
で
決
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

高
齢
化
な
ど
の
課
題
を

抱
え
、
地
域
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。�

小
さ
く
て
効
率
的
な
市
役

所
づ
く
り
の
た
め
、
数
値
目
標

を
設
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。�

　
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
は
、

大
き
な
課
題
と
し
て
認
識

し
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

飯
田
で
育
っ
た
子
ど
も
が
、

一
旦
は
外
に
出
て
も
帰
っ
て

く
る
こ
と
。
そ
し
て
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

域
一
帯
と
な
っ
て
子
ど
も
を

育
て
る
「
地
育
力
」
を
高
め
、

地
域
を
誇
り
に
思
う
心
を

育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
産
業
づ
く
り
を
進
め
、

働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
若
者
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
基
盤
が
整

備
で
き
る
と
考
え
ま
す
。�

行
政
と
民
間
と
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
、
組
織

体
制
や
勤
務
条
件
な
ど
大

き
な
改
革
が
必
要
に
な
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。�

行
財
政
改
革
大
綱
の
見

直
し
と
数
値
目
標
を
設
定

し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

検
討
し
て
お
り
、
新
基
本

構
想
基
本
計
画
に
併
せ
て

１９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て�

■
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
つ
い
て�

　
企
画
課
　�

　
内
線
2
2
2
4�

■
地
域
自
治
組
織
に
つ
い
て�

　
庶
務
課
　
　�

　
内
線
2
1
2
1
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市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
広
報
で
は
、
申
告
に
当
た
り
必
要
な
も
の
、
申
告
が
必
要
か
ど
う
か
の
チ
ェ

ッ
ク
、
申
告
相
談
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

○
市
県
民
税
申
告
書
、
印
鑑�

○
平
成
17
年
中
の
所
得
が
明
ら

か
に
な
る
書
類
（
給
与
所
得
、

公
的
年
金
、
報
酬
等
の
源
泉

徴
収
票
な
ど
）�

○
営
業
・
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
の
あ
る
方
は
収
支
内
訳

書
や
帳
簿
類�

※
事
前
に
収
入
・
経
費
を
計
算

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。�

○
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、

平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
に
同
封
の
課
税
明

細
書
、
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
写
し
ま
た
は
公
課
証
明�

○
農
業
所
得
が
あ
る
方
は
農
業

所
得
収
入
金
額
等
報
告
書
ま

た
は
収
支
内
訳
書
、
帳
簿
類�

○
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
、
損
害
保
険
料
な
ど
の

支
払
証
明
書�

○
国
民
年
金
等
、
農
業
者
年
金
、

国
民
健
康
保
険
、
建
設
国
保

な
ど
の
社
会
保
険
料
の
支
払

領
収
書�

※
国
民
年
金
保
険
料
等
に
つ
い

て
は
控
除
証
明
書
が
必
要
。�

▼
市
県
民
税
の
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の�

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
金

等
で
補
填
さ
れ
た
金
額
が
わ

か
る
も
の
、
お
む
つ
証
明
等�

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

家
族
の
個
人
毎
に
領
収
書
の

金
額
の
集
計
を
し
て
き
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
高
額
医
療

費
や
生
命
保
険
会
社
か
ら
補

填
が
あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
金

額
が
わ
か
る
も
の
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。�

※
介
護
保
険
の
認
定
者
で
昨
年

も
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医

療
費
控
除
を
受
け
て
い
る
方
は
、

医
師
の
発
行
す
る
「
お
む
つ

証
明
書
」
に
代
わ
り
、
「
主

治
医
の
意
見
書
の
確
認
書
」

を
飯
田
市
で
発
行
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
確
認
書
が

必
要
な
場
合
は
、
介
護
高
齢

課
（
り
ん
ご
庁
舎
）、
各
支
所
・

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。�

・
問
合
せ�

　
介
護
高
齢
課
　
介
護
相
談
係�

　
内
線
5
3
9
4

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
方
は
障
害
者
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
障
害
者

手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、

障
害
者
に
準
じ
る
状
態
で
あ
る

と
福
祉
事
務
所
長
か
ら
認
め
ら

れ
た
方
は
、
申
告
時
に
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。�

○
認
定
書
の
申
請
方
法�

　
申
請
窓
口
は
り
ん
ご
庁
舎
介

護
高
齢
課
で
す
。�

※
高
齢
者
の
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
な
く
な
る
中
、
控
除
の

適
用
可
否
に
よ
り
大
き
な
違

い
が
で
ま
す
。�

　
申
告
相
談
時
は
大
変
混
み
合
い
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
待
ち
時
間
を
解

消
す
る
た
め
、
郵
送
で
の
提
出
、

支
所
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
・

税
務
課
窓
口
へ
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。�

▼
障
害
者
控
除
に
つ
い
て�

▼
郵
送
、
窓
口
等
へ
の
申
告�

○
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に

つ
い
て�

　
事
業
主
の
皆
様
に
は
、
給
与

支
払
報
告
書
を
、
受
給
者
（
従

業
員
な
ど
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
）
の
１
月
１
日
現
在
の

居
住
地
の
市
町
村
に
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
給
与
支
払
報
告
書
は
給
与
所

得
者
に
と
っ
て
申
告
書
に
代

わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。
お

早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。�

○
提
出
期
限
：
１
月
31
日
c�

※
特
別
徴
収
を
し
て
い
る
事
業

所
で
は
、
１
月
以
降
に
退
職

す
る
方
の
市
県
民
税
の
一
括
徴

収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

▼
事
業
主
の
皆
様
へ�

　
郵
送
で
市
県
民
税
の
申
告
書

を
提
出
す
る
場
合
は
、
３
月

15
日
�
必
着
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。�

〒
３
９
５-

８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
役
所�

　
税
務
課
　
市
民
税
係�

D
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� 2006.1.1［広報いいだ］�

平成18年1月1日現在�
飯田市に居住していない�

平成18年1月1日現在�
飯田市に居住している�

収入がある�

居
住
先
の
市
町
村
や�

税
務
署
で
申
告
し
て�

く
だ
さ
い
。�

非課税の収入のみ�
（遺族年金・障害年金・失
業給付金・児童扶養手当等）�

収入がない�

この表にそって、申告が必要かどうかチェックしてみましょう�

チェックスタート�

主な所得は�
給与所得である�

公的年金・給与以外の�
所得がある�

公的年金以外に�
所得がない�

土
地
等
の
譲
渡
所
得

が
あ
る�

所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
な
い�

所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る�

営
業
等
所
得
（
小
売

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

土
木
建
築
業
、
内
職
、

生
命
保
険
外
交
員
等
）・

農
業
・
不
動
産
・
雑
・

一
時
所
得
な
ど
が
あ

る� ○
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
適
用

を
受
け
る
方�

○
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
方
、
年
の
途
中
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
て
い
な
い
方�

○
給
与
収
入
が
2
、0
0
0
万
円
を
超
え
る
方�

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方�

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
方�

一
カ
所
か
ら
の
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
の
内
容
に
変

更
の
な
い
方�

同
居
し
て
い
る
家
族
の
税
法
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方�

別
居
し
て
い
る
家
族
の
税
法
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
、

ま
た
は
ど
な
た
の
税
法
上
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方�

所
得
の
合
計
が
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
方�

所
得
の
合
計
が
所
得
控
除

の
合
計
額
以
下
の
方�

年
金
収
入
金
額
が
1
4
8

万
円
（
65
歳
未
満
の
方
は

98
万
円
）
を
超
え
る
方�

年
金
収
入
金
額
が
1
4
8

万
円
（
65
歳
未
満
の
方
は

98
万
円
）
以
下
の
方�

市
県
民
税
、
ま
た
は
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
ら

れ
て
き
た
方(

注)

は
所
得
税
が

で
な
く
て
も
確
定
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。�

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

市
県
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確

定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

市県民税の申告、
所得税の確定
申告は必要あ
りません。�

市県民税の申告をしてください。
国保税や保育料算定の基礎資
料となります。�
申告がないと、国保税の軽減
措置を受けられません。�

（注）税務署から確定申告書が郵送された方、営業・事業所得者、譲渡所得のある方の確定申告は市役
所や公民館の申告相談ではお取扱いできない場合がありますので税務署で申告をしてください。�
■次の方も税務署で確定申告をしてください。�
○青色申告者、山林所得、株式譲渡所得等があった方　○初めて住宅借入金等特別控除を受ける方�
■給与所得者の所得税還付申告は、2月16月（木）以前でも税務署で受け付けています。�
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地区� 受付日� 曜日�
相談指定日地区及び受付時間�

会場�
午前9：00～11：30 午後1：00～4：00

竜丘�
2月9日� 木� 駄科� 時又�

竜丘公民館�
2月10日� 金� 桐林� 長野原、上川路�

上村� 2月13日� 月� 下栗� 下栗総合交流センター�

南信濃� 2月13日� 月� 本村� 梅平、梶谷、此田、小嵐� 八重河内地区館�

上村� 2月14日� 火� 程野� 程野区民センター�

南信濃� 2月14日� 火� 名古山第1・2 十原、大町、飯島、万古� 大町多目的センター�

上村� 2月15日� 水� 中郷� 上村保健センター�

南信濃� 2月15日� 水� 木沢上区・下区、川合、小道木� 八日市場、中立、上島、上・下中根、須沢� 木沢生活センター�

上村� 2月16日� 木� 上町� 上村保健センター�

南信濃� 2月16日� 木� 押出、夜川瀬� �
昭和通り、下市場、樋口、山原、松島、尾之島、�
下和田� 学習交流センター�

上村� 2月17日� 金� 上町� 上村保健センター�

南信濃� 2月17日� 金� 本町区、漆平島、池口� 新町区、上・下大島� 学習交流センター�

龍江� 2月20日� 月� 1区、2区� 3区、4区� 龍江公民館�

下久堅� 2月21日� 火� 下虎岩、小林、柿の沢� 知久平、虎岩、南原、稲葉� 下久堅公民館�

上久堅� 2月22日� 水�

�

上久堅公民館�

山本� 2月23日� 木� 東平、大明神、北平� 中平、西平、南平、湯川、竹佐、箱川、久米、二ツ山� 山本公民館�

千代� 2月24日� 金� 大郡、米峰、毛呂窪、八ノ倉、下村� 田力、荻坪、芋平、野池、米川、山中、法全寺� 千代公民館�

川路� 2月24日� 金� 2区、3区、4区、5区� 6区、7区、8区� 川路公民館�

伊賀良�
2月27日� 月� 中村� 大瀬木、三日市場�

伊賀良公民館�
2月28日� 火� 下殿岡、上殿岡、三尋石� 北方、育良町�

座光寺� 3月1日� 水� 座光寺公民館�

上郷�
3月2日� 木� 上黒田� 下黒田東、下黒田北、北条�

上郷公民館�
3月3日� 金� 下黒田南、別府下� 飯沼南、南条、別府上、丹保�

休日相談� 3月5日� 日� 平日に申告ができない方� 市役所3階会議室�

市役所3階会議室�

市役所3階会議室�

市役所3階会議室�

市役所3階会議室�

市役所3階会議室�

鼎�
3月6日� 月� 中平、名古熊、一色� 西鼎、下山、下茶屋、東鼎、切石�

鼎公民館�
3月7日� 火� 上茶屋� 上山�

松尾�
3月7日� 火� 水城、清水� 新井、上溝、城�

松尾公民館�
3月8日� 水� 毛賀、寺所、松尾団地、明� 久井、八幡町、代田、促進、常盤台�

橋北、橋南� 3月9日� 木� 橋北地区� 橋南地区�

三穂� 3月10日� 金� 第8、第9、第10、第11、第12、第13 三穂公民館�

休日相談�3月12日� 日� 平日に申告ができない方�

羽場� 3月13日� 月�

丸山、東野�3月14日� 火� 丸山地区� 東野地区�

予備� 3月15日� 水� 指定日に申告できなかった方�

堂平、馬場垣外、日向平、越久保、上平、�
日影平、森、小野子、落倉、平栗、蛇沼�

原平上、原平下、中宮、下平、大鹿、上平、�
風張�

清水、恒川、中市場、原、宮崎、大堤、駅前、
上野、上野新町�

大通、曙町、羽場坂町、旭町、白山通り、�
松川町、羽場町�

第1、第2、第3、第4、第5・第6・第7-1・2・3

河原、高岡、宮の前、唐沢、共和、下羽場、�
中河原、中羽場、欠野、北市場、南市場、万才�

砂払町、羽場権現、羽場仲畑、羽場赤坂、�
羽場上河原、正永町、正永町泉、大休、横手�

下表のとおり申告相談を行います。日程をご確認の上、お越しください。所得税の確定申告をする方は税務署で申
告してください。�
※2月9日e～3月8日d・10日fの間は職員が各地区の申告相談に出張しています。この間は市役所税務課での
　申告相談を受けることが出来ません。�
※3月5日a・12日aに休日申告を行います。指定日に都合のつかない方はご利用ください。�

住民税申告相談日程表��
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市民の皆さんの�
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。�

市長の留守番電話�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１月１０日（火）�
２月１４日（火）�
１３:００～１６:００�

１月１０日（火）�
１月２４日（火）�
１３:３０～１６:００�

１月８日（日）�
１月１５日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１月１７日（火）�
１３：３０～１６：３０�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

１月１３日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３４８�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０
（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ポルトガル語相談� 男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

�

心
配
ご
と
相
談�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。�各種相談所�

消 費 者 相 談 �

高齢者福祉相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

りんご庁舎２階�

男女共同参画課
内線５３５２�

基幹在宅介護�
支援センター�
内線５３８４�

オフトーク通信�
ほっとらいんＩＩＤＡ�

ラジオ�

■広報いいだの風�
○飯田市からのお知らせ�
　  7：10～  7：30�
　12：10～12：30�
　17：10～17：30

■かざこし歳時記�
○飯田市企画番組�
　月曜日～金曜日�
　11：20～11：50

テレビ�

チャンネル�

お知らせ�
　6：00　 12：15　 15：00　 19：30
お知らせ再送�
　6：15　 12：30　 15：15　 19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55�
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。�

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

1チャンネル�

2チャンネル�

3チャンネル�

4チャンネル�

内容・時間�

■テレビ広報�
○飯田市の政策や行事などを紹介します。�
　2月の番組は未定です。�

■市民だより�
○市からのお知らせをお届けします。�
　毎日　9：20　12：00　19：20　20：20　23：20　0：20

2
いいだＦＭ�
76.3ＭＨｚ�

飯田ケーブルテレビ�

 2月20日～26日   　9：30～　18：30～　20：30～�
放送日　　　　　　　　 　 放送時間�

■問合せ　情報推進課　内線2125

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行ってい�
　ます。お問い合わせください。�

●オフトークの故障は局番なしの113（NTT）�

チャンネル�

放送曜日�
�
�

月曜日�
�
�
�
�

火曜日�
�
�
�
�

水曜日�
�
�
�
�

木曜日�
�
�
�
�

金曜日�

番　組　名� 内　　　容�
いいだの旬�
公民館リレー�
広報いいだの紹介�
さわやか健康�
くらしと環境�
市役所情報�
ピックアップ飯田�
ニュースイン119�
市民の安全110番�
消費生活メモ�
保育園だより�
本の散歩道�
伊那谷の自然�
伊那谷の歴史�
ふれあい福祉�
小学校だより�
元気ママ�
サークル紹介�
大好き農業�
いきいきライフ�
中学校だより�
観光情報�

いいだ、文化の窓�
［文化会館・美博�
  図書館情報］�

第何週�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�

4�
�

〜�

「かざこし歳時記」2月番組表�

市議会本会議開会日（午前10時～終
了まで）は、議会中継を放映します。�

チャンネル�5

� 2006.1.1［広報いいだ］�

１週間の市内の話題を取材し紹介�
飯田市公民館の活動を紹介�
「広報いいだ」１日号の内容説明�
健康に関しての番組�
環境保全活動の紹介�
市役所各課からの広報�
月を振り返って、市の行事を取材し紹介�
消防署と消防団による消防広報�
安全に関する情報広報�
消費生活に関する情報番組�
竜丘・川路・三穂・山本保育園の紹介�
本の読み聞かせ�
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介�
飯田下伊那の歴史の一幕にスポット�
ボランティア・催し物・行事など紹介�
三穂・竜丘・丸山・上久堅小学校の紹介�
羽場公民館のママさんグループを紹介�
千代公民館のグループやサークルを紹介�
農業に関係した活動や、事業を紹介�
いきいきと暮らす高齢者などを紹介�
高陵・鼎・緑ヶ丘・竜峡中学校の紹介�
飯田の観光情報の紹介�
文化会館の事業の紹介�
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介�
図書館の行事や話題の本などの紹介�



［広報いいだ］2006.1.1 ��

飯田市の人口（12/1現在）■人口＝108,160人（前月比－37）男51,834人／女56,326人  ■世帯＝37,313戸（前月比＋11）�
発行・編集：飯田市役所企画部情報推進課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�
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飯田市無形文化財�

此田神楽（このたかぐら）�
飯田市南信濃此田�
１８世紀初めに現在の愛知県新城市から伝えられたという、伊
勢神楽の流れをくむ獅子神楽です。面には「おかめ」と「獅子」
があり、この獅子は雌で南信濃八重河内周辺に伝承されてい
た雄獅子と一対だったと考えられています。�

人形アニメーション映画「死者の書」鑑賞会�

　飯田の地に生まれた仲村進は、戦時中
に渡った満州での開拓体験と帰国後離れ
ることのなかった郷里の山河を見つめ続
けた日本画家です。�
　生命と大地の関わりを見定めるように、
じっくりと歩みを進め、郷里に刻まれた
営みや記憶をとらえ続けました。�
　このほど当館に、ご遺族である仲村良
一氏より35点の作品をご寄贈いただきま
した。本展では、この寄贈作品に山種美
術館大賞受賞作品などを加え、仲村進の
画作の足取りを追っていきます。�
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チケット価格●全席指定：5,900円（税込）�
プレイガイド●ローソンチケットのみの取り扱い�
　　　　　　　受付電話番号 0570（084）003�
　　　　　　　（自動音声予約受付/Ｌコード：36365）�
　　　　　　　※ローソン店頭（Loppi）でも購入できます。�
　　　　　　　※一度に購入できるチケットは4枚までです。�
チケットにつきましては、文化会館までお問い合わせください。�
※就学前児童の入場はできません。託児をご希望の方は　
　1/27までに文化会館にお申し込みください。�

奥田民生�

1月27日F�
19：00開演�

飯田市公民館ホール�

2月3日F�
18：30開演�

文化会館ホール�

仲村進展�
　大地と語り、牛に歌う�

第1部　映画「死者の書」上映（70分）�
第2部　川本喜八郎「華麗なる人形芸術の世界を語る」�
　　　　聞き手：竹田扇之助（竹田人形館館長）�

　時は奈良時代、聡明でひたむきな藤原南家（ふじわらなんけ）
の姫君と若くして非業の死を遂げた大津皇子（おおつのみこ）
の亡霊。この2つの魂が出会い、美しい奇跡が生まれる。人形
美術家川本喜八郎が、人形特有の表現で内面の深く微妙な変
化を描いた渾身の超大作です。�

チケット価格●1,500円（大人・子ども一律）�

展示期間�1月14日G～2月19日A

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、�

 小中学生200円（150円）※（　）内は20人以上の団体�

okuda tamio Cheap Trip 2006 in IIDA

折口信夫原作／川本喜八郎監督作品�


